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　３月１日、志比北幼児園にて「ひな祭りお茶会」が行われ、日ごろお世話になっている人たちをお招きし、
練習していたお茶のお点前を披露しました。前に飾ったおひなさまに負けないようにお洋服や着物でおめかし
した園児たちは､やや緊張気味。会が終了し､お客様をお見送りしてホッと和ぎ､笑顔が戻った園児たちでした。
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祝･卒業　～新たな扉の向こうへ～
えち鉄を撮ろう　ほか
平成25年区長一覧
ニュースファイル･まちかどショット 
くらしの情報
イベント情報

おめかしして皆さんをお抹茶でおもてなし！おめかしして皆さんをお抹茶でおもてなし！おめかしして皆さんをお抹茶でおもてなし！



卒
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「今までお世話になりました」

そう言ってまた新たな扉の前に立つ。

大丈夫！あなたの背中を押してくれる

これだけたくさんの応援団がいるから。

そして扉は閉じ、緊張がほぐれ…

さぁ、式の扉が開くよ
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広報永平寺４月号　4

計画地域　松岡地区（神明・春日・葵・芝原）
応募資格　永平寺町内に居住、勤務、通学している　
　　　　　18歳以上40歳未満の男女
募集人数　10名程度
募集締切　４月25日（木）
内　　容　月１回程度の会議を開き、新しい“ふるさと
　　　　　 づくり”について話し合っていただきます。
 問合せ　企画財政課　　　61－3942　

桜とラッセルを撮ろう！
・撮影会場 東古市熊野神社前（永平寺口駅から徒歩5分）
　ラッセル車が熊野神社近くの橋梁の上に停車します。
　通常では見られない、桜とラッセル車の共演を写真に撮ろう
　という企画です！ 全国の鉄道ファンが集まります。

地元特産品でおもてなし
・ ぜんざいの無料振る舞い（12時～）
・ 地元特産品の販売 木っ葉すし、キャロムー、おこわ、かきもち、
　おはぎ、お弁当など

展示コーナー
・ 鉄道パネル展、
・ サクラマス遡上パネル、ＤＶＤ随時放映
・ 運転士とアテンダントなりきりパネル

お楽しみ企画
・ 一日駅長「えい坊くん」と
  記念写真を撮ろう
・ ラッセル車内見学

場所

4月13日（土） 10：00～14：004月13日（土） 10：00～14：00
永平寺口駅、東古市熊野神社前永平寺口駅、東古市熊野神社前

日時

えち鉄を撮ろう!えち鉄を撮ろう!今年こそは
桜と一緒に 来場のお子様に

えち鉄オリジナル

鉛筆プレゼント！

（数量限定：先着順
）

来場のお子様に

えち鉄オリジナル

鉛筆プレゼント！

（数量限定：先着順
）

　町では、地域資源を積極的に活用し発展させ
“ナンバーワン”“オンリーワン”のふるさとづ
くりを図るため、ふるさと創造プロジェクトを立
ち上げます。
　あなたのふるさとへの熱い思いやアイデアを活
かしてみませんか？

～プロジェクトのイメージ～
歴史・文化などの地域資源を活用し、伝統的な
イベントや行事を通して、町民および来訪者と
の交流を深めるもの

ふるさと創造プロジェクト
協議会委員を募集！

【作業内容】
〇登山道の草刈り
　草刈り機をお持ちの人は、ご持参いただけると
　助かります。（燃料はこちらで用意します）
〇草刈り後の除草
　草刈り後の草を、登山道から除く作業をします。

申込･問合せ　商工観光課　　　61－3921

祖跡コース（登山道）とは
　道元禅師が吉峰寺に入山し、その後、大本山永
平寺へ移られるまでの禅師のルーツをたどる貴重
な道です。登山道の途中には、座禅石や大佛寺跡
（永平寺の前身）、虎斑の滝など数々の名所があ
り、今年は県外の登山ツアーも予定されていま
す。

お申込みいただいた人は、ボランティア登録をし
ていただき、年数回実施する草刈り日のご都合の
よい時に、参加していただきます。

祖跡コース（登山道）の草刈り
ボランティアを募集します！

沿線市町の

ゆるキャラ大集合
!!沿線市町の

ゆるキャラ大集合
!!

農作業標準料金平成25年
永平寺町

農作業標準料金農作業標準料金
が決まりました

農作業標準料金は、担い手の育成や農用地の利用増進等を図るため、適正
な農作業受託推進の一環として、市町の実態に沿って設定されたもので
す。　（金額は10a当たり／消費税は含んでいません）
稲作の場合

麦・大豆作の場合

参考<ソバ作の場合>

 作業区分 標準料金 備　　　　　　　　　　　考
 耕起・代かき 12,500円 耕起（１回）、代かき作業（２回）

 育　　　　苗 13,600円 硬化苗を20箱使用と仮定。運搬費は含まない  （680円/１箱）      
 田　　　　植 7,100円 施肥を伴う。苗代および肥料代は含まない
 収　　　　穫 14,500円 生産物の運搬費は含まない

　　　　乾　　燥 8,800円 ①10a当たり収量は、生籾700kg   （玄米510kg）と仮定  （1,035円/60kg）

　　　　も み 摺 3,400円 ②籾水分24％と仮定  （400円/60kg）
 防　　　　除 600円 ２回防除(３回のうち１回は箱施用) 。農薬代は含まない
 計 60,500円

 作業区分 標準料金 備　　　　　　　　　　　考
 種　　子 5,800円 播種量は10ａ当たり2.5kg（乾籾：コシヒカリ） （コーティング含む）       
 湛水直播 5,900円 側条

乾
燥
調
製

直

　播

 作業区分
 標準料金

 備　　　　　　　　　　　考

 耕起・播種 6,100円 5,400円 耕起と播種は同時作業とした。播種はシーダーとした
 収　　　穫 10,900円 12,000円 生産物の運搬費は含まない
 溝　掘　り 3,700円 3,700円 大豆は単作に適用。ロータリートレンチャーとした
 培　　　土 － 3,700円
 防　　　除 500円 700円 麦２回　　大豆３回
 計 21,200円 25,500円

 耕起・播種 9,462円 6,316円
 溝　掘　り 3,229円 4,021円
 防　　　除 509円 237円
 収　　　穫 9,182円 10,888円
 計 22,382円 21,462円

 作業区分 標準料金 備　　　　　　　　　　　考

 作業区分 実勢 試算値

 弾丸暗渠 1,200円 サブソイラの場合 (10ａ当たり)  30ａ圃場で30mを33本、100mを4本と仮定

〈
参
考
〉

 畦 塗 り 3,800円 (100m当たり)
 土壌改良材散布 1,000円 ブロードキャスターの場合 （10a当たり）  土壌改良材代およびその運搬費は含まない

〈
参

　考
〉

大　　豆麦

※実勢とは、県下でソバ栽培が行われている15か所
（組織・地域）の平均値です。

 圃場条件 標準料金指針
 おおむね20a未満 標準料金に５～10％加算
 おおむね10a未満 標準料金に10～30％加算

標準料金は、１区画30a程度を基準としていますが、圃場
条件 （面積、形状、土質など） によって割増になります。

 問合せ　永平寺町農業委員会（農林課内）　　　61－3947
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平成25年度の区長さんが決まりました。
１年間、区の代表としてお世話になります。宜しくお願いいたします。

平成25年　区長名簿 （敬称略）平成25年　区長名簿
　 区 　 名 　

志 比 堺

薬 師 １ 丁 目

薬 師 ２ 丁 目

薬 師 ３ 丁 目

神 明 １ 丁 目

神 明 ２ 丁 目

神 明 ３ 丁 目

葵 １ 丁 目

葵 ２ 丁 目

葵 ３ 丁 目

春 日 １ 丁 目

春 日 ２ 丁 目

春 日 ３ 丁 目

芝 原 １ 丁 目

芝 原 ２ 丁 目

芝 原 ３ 丁 目

松 原 団 地

木 ノ 下

松ケ原１丁目

松ケ原２丁目

松ケ原３丁目

松ケ原４丁目

観 音

清 水

石 舟

松 ケ 丘

越 坂 １ 丁 目

越 坂 ２ 丁 目

吉 野 堺

吉 野

小 畑

宮 重

西 野 中

氏　　名

北野　常夫

比島　洋二

多田　政臣

谷口　一郎

野路日出男

坂下　一三

三澤　幸浩

松田　寛行

伊地 弘

島田　崇正

川中　幸雄

豊島 茂

小畑　博雄

 原　 幸雄

齊藤　一基

渡邊　耀佐

 林　 和宏

松藤　隆純

笈田　善一

織田 明

坪田　将典

山田 進

野村　陽子

千野 啓

福岡　純一

中村　治彦

多田　健一

田中　文雄

 舘　 敏雄

 室　 秀典

奥田　守昭

菅原甚右エ門

山田　浩二

　 区 　 名 　

湯 谷

上 吉 野

上 合 月

下 合 月

末 政

渡 新 田

兼 定 島

領 家

樋 爪

平 成

御 公 領

学 園

県 大 宿 舎

志 比

荒 谷

市 野 々

京 善

寺 本

け や き 台

諏 訪 間

東 諏 訪 間

山

法 寺 岡

東 古 市

高 橋

下 谷 口

上 谷 口

花 谷

光 明 寺

飯 島

轟

鳴 鹿

山 鹿

氏　　名

小畑　哲男

吉中　和男

佐藤 實

 筧　 峰裕

大澤　輝巳

大西　利範

西野　久雄

伊東弥二郎

幸川　両蔵

小平　久雄

 東　 治匡

佐々木英一郎

杉山　泰之

下田策太郎

荒井　政志

福田　隆庄

道下　修一

大塚　清次

小澤　稔紀

坪川　三洋

齋藤　則弘

加藤　昌司

松原　定次

長谷川直三

渡辺　恒治

山本　明敏

小林　政信

酒井　繁実

柳原　義隆

酒井　暢孝

市川　一夫

松村　憲治

 東　 敏光

　 区 　 名 　

下 浄 法 寺

中 浄 法 寺

上 浄 法 寺

岩 野

吉 波

栃 原

吉 峰

藤 巻

市 荒 川

中 島

竹 原

石 上

栗 住 波

せ せ ら ぎ

清 水

大 野 島

市 右 ェ 門 島

山 王

大 月

牧 福 島

浅 見

野 中

北 島

氏　　名

小林 保

鈴木新太郎

吉田　俊之

中村　昭雄

長谷川安男

尾西英二郎

多田　博幸

南部 猛

田原　伊紀

伊藤　善城

朝井征一郎

多田　隆蔵

南部　正三

中山　勇次

山田　久德

鈴木　秀雄

齋藤　正博

藤丸　壽一

清水　豊文

前田　武重

酒井　正二

服部　幸雄

石田 治

平成25年
永平寺町区長連合会役員

平成25年
永平寺町区長連合会役員

（敬称略）

会　長 長谷川直三（東古市）
  永平寺地区会長

副会長 大西　利範（松岡渡新田）
  松岡地区会長

 多田　博幸（吉峰）
  上志比地区会長
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入
隊
予
定
者
に
対
し
て
入

隊
激
励
式
が
、
２
月
25
日
、
町
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
、
今
回
合
格
し
た
小
畑
凌
太

さ
ん
に
対
し
、
松
本
町
長
は
「
自
衛
隊
は

自
衛
隊
に
入
隊
を
激
励

３
月
19
日
　
永
平
寺
町
暮
ら
し
の

　
　
　
　
　
　
便
利
帳
発
行
協
定

「
永
平
寺
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を

　
　
　
　
　協
働
発
行
し
ま
す
!!

　
町
の
行
政
情
報
や
防
災
情
報
な
ど
、
日

常
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
３
月
19
日
（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
官
民
協
働
で

町
の
経
費
を
か
け
ず
に
発
行
し
ま
す
。
８

月
に
発
行
し
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
発
行
・
配
布
に
要
す
る
費
用
は
、
事
業

者
各
位
に
同
冊
子
へ
の
有
料
広
告
掲
載
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
者
に
と
っ
て
、
優
良
な
広
告
掲
載

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
た
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
促
進
に
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

入隊する小畑さん（写真左）に激励の言葉をかける松本町長

近
年
、
国
内
外
に
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
畑
さ
ん
の
若
い
情
熱
を
も
っ
て

今
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
ご
活
躍
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
福
井
地
方
協

力
本
部 

堀
博
幸
本
部
長
は
「
今
後
、
我
々

が
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
訓
練
に
励
み
、
一
歩
一
歩
し
っ

か
り
自
衛
官
の
道
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
小
畑
さ
ん
は

「
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
、
（
株
）
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
町
内
の
事
業
主
を
中
心
に
広

告
掲
載
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

問
合
せ
　
総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

調印された協定書を交わす松本町長と
（株）サイネックス村田社長

永平寺町河川公園指定管理者決定について永平寺町河川公園指定管理者決定について

 問合せ　総務課　　　61－3941

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、いじめ、体
罰、暴行、虐待、差別に関するトラブルなど、地域住民の
皆さまからの様々な御相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は厳守いたしますので、一人で
悩まずお気軽に御相談ください。
　開催日・場所・時間などは、町民カレンダーに掲載して
おりますので、確認いただきご利用下さい。

〜 

人
権
相
談 

〜

〜 

人
権
相
談 

〜

守られていますか？あなたの人権

受付場所　永平寺町松岡神明１丁目134　小玉石油 内
　　　　　㈱コーワ　松岡営業所　　TEL61-1942
受付時間　9:00～18:00（日曜除く）

（松岡河川公園・永平寺河川公園・中島河川公園）

問合せ　建設課　　　61－3948

町議会(平成25年3月議会)の議決を経て、指定管理者に株式会
社コーワが指定されました。指定期間は平成25年4月1日から平
成30年3月31日までです。河川公園の利用については、下記ま
でご連絡お願いします。
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「お寿司の木」のろうそくが誕生
２月14日　アブラギリ御ろうそく袋詰め

　アブラギリ活用プロジェクト会員が、アブラギリの
油を原料とした、和ろうそく作りに成功ました。これ
は、昨年の秋頃に、町民の皆さんに呼びかけて集めた
実から搾取された油、約14リットルを確保し、その一
部を使って和ろうそくを製作。２月22日から行われる
冬の燈籠まつりにおいて足元を照らす燈籠に使用した
り、「アブラギリ御ろうそく」として参拝客に販売す
るため、その準備としてロウソクの袋詰め作業などを
行いました。
　会員たちは、えい坊くんがプリントされたパッケー
ジの袋に２本ずつロウソクを入れながら「たくさんの
人がこのロウソクを手にしてもらい（アブラギリに）
興味を示してもらえたら」と期待を込めて作業してい
ました。

雪化粧の永平寺をライトアップ
２月22日～24日　冬の燈籠まつり

　永平寺町観光物産協会と永平寺門前観光協会が主催
の「永平寺冬の燈籠まつり」が２月22日～24日の３日
間行われました。
　近年は天候に恵まれなく、３年ぶりの開催となりま
した。
　門前街にはオリジナルの雪燈籠が店前に並べられ、
優しい光で観光客を迎えました。
　大本山永平寺では、雪化粧した山門や唐門、鐘楼堂
などがライトアップされ、雲の合間からこぼれた月明
かりもまた幽玄な雰囲気にさせました。
　23日には「万灯会」が行われ、参拝客らが備えた
“願い燈籠”やろうそくの“希望の灯”を前に、先祖
供養や震災復興を祈願し、雲水や役寮らが法要を営み
ました。

“禅の里”としてのまちづくりを考える
２月16日　禅の里まちづくり講演会

　　２月16日、上志比文化会館サンサンホールにて、「禅
の里」まちづくり講演会が行われ町内外から約480人が参加
しました。
　県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館前館長 水野和雄さんをお招
きし「越前における禅文化のはじまり」と題した記念講演
や、吉峰寺護持会　多田美知子さんによる「上志比と吉峰
寺」の基調講演が行われました。多田さんは、郷土記や地区
での言い伝えなどから、道元禅師が大本山永平寺を開く前に
入山した吉峰寺と、その麓の吉峰地区住民らとの関わりを紹
介した。
　その後の意見交換会では、福井工大の吉田純一教授の司会
で進められ、宗教と観光の結びつきがどのように反映される
かなどと言った課題が出されたりして進められました。
吉田教授は「“礼で始まり礼に終わる”といった礼の心が地
元では根付いている。今後のまちづくりにはこういった地区
に根付いていることを拾い上げていくことも重要」と話しま
した。
　また、会場内には門前街の町並みレプリカや吉峰寺の活動
パネルなどの展示もされており、“禅の里”としてまちづく
りのための知識を深められるものとなりました。

オリジナルソングで感謝を伝える
２月28日　御陵小学校　６年生を送る会

　２月28日、御陵小学校にて６年生を送る会が行われました。
　これは、３月に卒業を控えた６年生と一緒に過ごせる残りわ
ずかな時間を少しでも楽しく過ごそうと、在校生が企画したも
のです。
　６年生に各学年が挑戦するゲームや、学年が混合で組まれて
いるたて割り班対抗でのゲームを行ったり、合唱や合奏の披露
をしたりして楽しい時間を過ごしました。
　また、この会に向けて５年生が中心となってオリジナルソン
グ作りを手がけ、「ごりょうの虹」が完成し、みんなの前で披
露されました。
　歌詞には、色々な行事で中心となって頑張ってくれた６年生
に対しての感謝の気持ちと、大切な友達に対しての気持ちを並
べ、それにメロディーをのせて素敵な曲に仕上げました。
　オリジナルソングのプレゼントに６年生は「気持ちがたくさ
んつまっていてやさしい歌でした、心あたたまるこの曲をこれ
からも歌い続けて欲しいです」と語りました。

寄せ書きとメダルを贈られる６年生

ライトアップされる山門

優しい光を放つ希望の灯

冬
の
燈
籠
ま
つ
り
に
向
け
て
作
業
す
る

　
　
　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員

意
見
交
換
会
の
様
子

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
門
前
街
レ
プ
リ
カ

　チアリーディングやダンス関連の指導・育成を行なっているユナイ
テッド・スピリット・アソシエーションの日本支部（略称：USAジャ
パン）が主催するUSA大会の愛知地区大会が１月14日に行われ、ゴー
ルデンフェニックス（福井市）が見事３位に入賞し、全国大会への挑
戦切符を手に入れました。
　そのゴールデンフェニッ
クスに所属する森山和奏さ

ん、白崎有彩さん、前川祐未花さんは、共に松岡小学校に在籍。チアダンス
メンバーとして３月24日から東京にて行われる全国大会へ挑みました。
　３人は「（チアダンス）全国大会に出られて嬉しいです！大会でも元気に
楽しく、周りの人を笑顔にさせるダンスを披露できたらよいです」と笑顔で
話してくれました。大きな舞台でも特に緊張しないという３人。元気なパ
フォーマンで会場を笑顔に包んでくれたことでしょう。今後の活躍に注目で
す。

チアダンスチーム

ゴールデンフェニックス（福井市）
チアダンスチーム

ゴールデンフェニックス（福井市）PICK UP!PICK UP!

左より：白崎有彩さん、森山和奏さん、前川祐未花さん

かなしいとき　そばにきてくれる
わからないとき　おしえてくれる
きみがいるから　ここにぼくがいる
じぶんいろにひかる　ぼくがいる
さあ  いっしょにやろう　さあ  みんなでやろう
きみも　ぼくも　あのこも　せんせいも
そらに　にじえがこう
じぶんいろで
かなしいとき　そばにいってあげる
わからないとき　おしえてあげる
たのしいとき　みんなでわらって
ごりょうのそらに　にじをえがこう
にじをえがこう
これまでも
これからも

ご
り
ょ
う
の
虹

「
ご
り
ょ
う
の
虹
」を
合
唱
す
る

　
　
　
　
　
　５
年
生
と
先
生
方
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の里」まちづくり講演会が行われ町内外から約480人が参加
しました。
　県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館前館長 水野和雄さんをお招
きし「越前における禅文化のはじまり」と題した記念講演
や、吉峰寺護持会　多田美知子さんによる「上志比と吉峰
寺」の基調講演が行われました。多田さんは、郷土記や地区
での言い伝えなどから、道元禅師が大本山永平寺を開く前に
入山した吉峰寺と、その麓の吉峰地区住民らとの関わりを紹
介した。
　その後の意見交換会では、福井工大の吉田純一教授の司会
で進められ、宗教と観光の結びつきがどのように反映される
かなどと言った課題が出されたりして進められました。
吉田教授は「“礼で始まり礼に終わる”といった礼の心が地
元では根付いている。今後のまちづくりにはこういった地区
に根付いていることを拾い上げていくことも重要」と話しま
した。
　また、会場内には門前街の町並みレプリカや吉峰寺の活動
パネルなどの展示もされており、“禅の里”としてまちづく
りのための知識を深められるものとなりました。

オリジナルソングで感謝を伝える
２月28日　御陵小学校　６年生を送る会

　２月28日、御陵小学校にて６年生を送る会が行われました。
　これは、３月に卒業を控えた６年生と一緒に過ごせる残りわ
ずかな時間を少しでも楽しく過ごそうと、在校生が企画したも
のです。
　６年生に各学年が挑戦するゲームや、学年が混合で組まれて
いるたて割り班対抗でのゲームを行ったり、合唱や合奏の披露
をしたりして楽しい時間を過ごしました。
　また、この会に向けて５年生が中心となってオリジナルソン
グ作りを手がけ、「ごりょうの虹」が完成し、みんなの前で披
露されました。
　歌詞には、色々な行事で中心となって頑張ってくれた６年生
に対しての感謝の気持ちと、大切な友達に対しての気持ちを並
べ、それにメロディーをのせて素敵な曲に仕上げました。
　オリジナルソングのプレゼントに６年生は「気持ちがたくさ
んつまっていてやさしい歌でした、心あたたまるこの曲をこれ
からも歌い続けて欲しいです」と語りました。

寄せ書きとメダルを贈られる６年生

ライトアップされる山門

優しい光を放つ希望の灯

冬
の
燈
籠
ま
つ
り
に
向
け
て
作
業
す
る

　
　
　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員

意
見
交
換
会
の
様
子

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
門
前
街
レ
プ
リ
カ

　チアリーディングやダンス関連の指導・育成を行なっているユナイ
テッド・スピリット・アソシエーションの日本支部（略称：USAジャ
パン）が主催するUSA大会の愛知地区大会が１月14日に行われ、ゴー
ルデンフェニックス（福井市）が見事３位に入賞し、全国大会への挑
戦切符を手に入れました。
　そのゴールデンフェニッ
クスに所属する森山和奏さ

ん、白崎有彩さん、前川祐未花さんは、共に松岡小学校に在籍。チアダンス
メンバーとして３月24日から東京にて行われる全国大会へ挑みました。
　３人は「（チアダンス）全国大会に出られて嬉しいです！大会でも元気に
楽しく、周りの人を笑顔にさせるダンスを披露できたらよいです」と笑顔で
話してくれました。大きな舞台でも特に緊張しないという３人。元気なパ
フォーマンで会場を笑顔に包んでくれたことでしょう。今後の活躍に注目で
す。

チアダンスチーム

ゴールデンフェニックス（福井市）
チアダンスチーム

ゴールデンフェニックス（福井市）PICK UP!PICK UP!

左より：白崎有彩さん、森山和奏さん、前川祐未花さん

かなしいとき　そばにきてくれる
わからないとき　おしえてくれる
きみがいるから　ここにぼくがいる
じぶんいろにひかる　ぼくがいる
さあ  いっしょにやろう　さあ  みんなでやろう
きみも　ぼくも　あのこも　せんせいも
そらに　にじえがこう
じぶんいろで
かなしいとき　そばにいってあげる
わからないとき　おしえてあげる
たのしいとき　みんなでわらって
ごりょうのそらに　にじをえがこう
にじをえがこう
これまでも
これからも

ご
り
ょ
う
の
虹

「
ご
り
ょ
う
の
虹
」を
合
唱
す
る

　
　
　
　
　
　５
年
生
と
先
生
方
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図 書 館
町立図書館（松岡）  61-7117
町立図書館永平寺館  63-3111
町立図書館上志比館  64-3170

開館時間▶10時～ 18時
　※町立図書館は火・木曜日10時～ 20時
貸出▶書籍資料10冊　視聴覚資料2点まで

４月開館カレンダー ■休館

お知らせ おすすめ図書

新着図書

だ よ り

INFO PUSH

NEW

『短篇五芒星』
舞城　王太郎／著

（講談社）

『しゃもじいさん』

行事案内
●おもしろとしょかん（松岡）
　毎週土曜日　10:30～11:00
●おはなし会（永平寺館）
　４月13日・20日（土）14:00～14:30

 日 月 火 水 木 金 土

 ７ ８ 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 5/1 ２ ３ ４

行事案内

　上志比館にＤＶＤプレイヤーが導入され、町
内全館でＤＶＤの視聴が可能になりました。い
ままで通りビデオの視聴もできます。

　永平寺館では、鈴木昌勝写真展「サクラ咲く」を
開催しています。展示は５月13日までです。
　永平寺町内の美しい桜景色をお楽しみくださ
い。

　図書館ボランティアとし
て活動しているＢ－メイト
から、新たに民話紙芝居２
作品の寄贈がありました。
　新作は、松岡地区の領家
に伝わる民話「堤の相撲」
と上志比地区の大月に伝わ
る「百石清水」です。図書
館で借りることができます
ので、ご利用ください。

　子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっ
と本を読む場所をとの願いから、「こどもの読
書週間」は1959年（昭和34年）に誕生しまし
た。

一
般
書

児
童
書

カメラが撮らえた最後の将軍と徳川一族 新人物往来社
差別と反逆 朝治　武
社長は少しバカがいい。 鈴木　喬
がんばらなくていい！子どもを伸ばせる親のちょっとした習慣
 若松　亜紀
13歳からの拉致問題 蓮池　透
女の腰痛はこんなに楽に完治する 酒井　慎太郎
美しい光でつくる暮らしの照明 石井　幹子
狭小邸宅 新庄　耕
談志が死んだ 立川　談四楼
いちばん長い夜に 乃南　アサ
ノンタンおしっこしーしー キヨノ　サチコ
さがして！みつけて！ディズニープリンセス 赤坂　行雄
おさるが100ぴき せべ　まさゆき
白川静さんに学ぶ漢字絵本　人の巻 はまむら　ゆう

『短篇五芒星』は、芥川賞の候
補になった作品で、本の帯には
「ここに舞城文学のすべてがあ
る」とも書かれています。この
５つの短篇すべてに違った字体
が用いられているので、読む時
に不思議な感じがします。ま
た、著者は福井県出身なので、
本文中に多用されている福井弁
も魅力的です。

古びたしゃもじの“しゃもじい
さん”は、ある夜、働き場所を
求めて一人で旅に出かけます。
途中で出会ったおちゃわん・お
さら・なべなどの捨てられた道
具たちとともに使ってくれる場
所を探すのですが･･･。古くなっ
た道具の修理方法まで描かれ
た、物を大切にする心が養える
絵本です。

●ＤＶＤ視聴

●民話紙芝居の新作

●こどもの読書週間

かとう　まふみ／作
（あかね書房）

４月の特設コーナー
■町立図書館（松岡）
福井再発見

■町立図書館永平寺館
カフェ（一般書）
かだんのなかまたち（児童書）

■町立図書館上志比館
　春だ！さあ、出かけよう!!

●図書館に「サクラ咲く」

あかり
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図 書 館
町立図書館（松岡）  61-7117
町立図書館永平寺館  63-3111
町立図書館上志比館  64-3170

開館時間▶10時～ 18時
　※町立図書館は火・木曜日10時～ 20時
貸出▶書籍資料10冊　視聴覚資料2点まで

４月開館カレンダー ■休館

お知らせ おすすめ図書

新着図書

だ よ り

INFO PUSH

NEW

『短篇五芒星』
舞城　王太郎／著

（講談社）

『しゃもじいさん』

行事案内
●おもしろとしょかん（松岡）
　毎週土曜日　10:30～11:00
●おはなし会（永平寺館）
　４月13日・20日（土）14:00～14:30

 日 月 火 水 木 金 土

 ７ ８ 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 5/1 ２ ３ ４

行事案内

　上志比館にＤＶＤプレイヤーが導入され、町
内全館でＤＶＤの視聴が可能になりました。い
ままで通りビデオの視聴もできます。

　永平寺館では、鈴木昌勝写真展「サクラ咲く」を
開催しています。展示は５月13日までです。
　永平寺町内の美しい桜景色をお楽しみくださ
い。

　図書館ボランティアとし
て活動しているＢ－メイト
から、新たに民話紙芝居２
作品の寄贈がありました。
　新作は、松岡地区の領家
に伝わる民話「堤の相撲」
と上志比地区の大月に伝わ
る「百石清水」です。図書
館で借りることができます
ので、ご利用ください。

　子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっ
と本を読む場所をとの願いから、「こどもの読
書週間」は1959年（昭和34年）に誕生しまし
た。

一
般
書

児
童
書

カメラが撮らえた最後の将軍と徳川一族 新人物往来社
差別と反逆 朝治　武
社長は少しバカがいい。 鈴木　喬
がんばらなくていい！子どもを伸ばせる親のちょっとした習慣
 若松　亜紀
13歳からの拉致問題 蓮池　透
女の腰痛はこんなに楽に完治する 酒井　慎太郎
美しい光でつくる暮らしの照明 石井　幹子
狭小邸宅 新庄　耕
談志が死んだ 立川　談四楼
いちばん長い夜に 乃南　アサ
ノンタンおしっこしーしー キヨノ　サチコ
さがして！みつけて！ディズニープリンセス 赤坂　行雄
おさるが100ぴき せべ　まさゆき
白川静さんに学ぶ漢字絵本　人の巻 はまむら　ゆう

『短篇五芒星』は、芥川賞の候
補になった作品で、本の帯には
「ここに舞城文学のすべてがあ
る」とも書かれています。この
５つの短篇すべてに違った字体
が用いられているので、読む時
に不思議な感じがします。ま
た、著者は福井県出身なので、
本文中に多用されている福井弁
も魅力的です。

古びたしゃもじの“しゃもじい
さん”は、ある夜、働き場所を
求めて一人で旅に出かけます。
途中で出会ったおちゃわん・お
さら・なべなどの捨てられた道
具たちとともに使ってくれる場
所を探すのですが･･･。古くなっ
た道具の修理方法まで描かれ
た、物を大切にする心が養える
絵本です。

●ＤＶＤ視聴

●民話紙芝居の新作

●こどもの読書週間

かとう　まふみ／作
（あかね書房）

４月の特設コーナー
■町立図書館（松岡）
福井再発見

■町立図書館永平寺館
カフェ（一般書）
かだんのなかまたち（児童書）

■町立図書館上志比館
　春だ！さあ、出かけよう!!

●図書館に「サクラ咲く」

あかり

個別予防接種

 育児相談 平成24年11月1日～12月31日生まれ ４月９日（火）
 1歳6か月健診 平成23年8月1日～9月15日生まれ ４月17日（水）
 3歳児健診 平成22年2月1日～3月15日生まれ ４月16日（火）

予防接種名 対　　　象   者

乳幼児健診日程
健診内容 対　　　象　　　児 場　所 受付時間日　　程

松岡保健センター　  61-0111

※他の市町へ転出された場合は、永平寺町での予防接種はできません。転出先の市町でご確認ください。

★対象者には町から問診票を送付します。通知をご確認の上、期間内に接種しましょう
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してください。
★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。

松岡保健
センター

９時10分～30分まで受付

今月の
予防接種対象者
今月の
予防接種対象者

13時30分
　～14時まで受付

 四種混合1期（ジフテリア・百日咳・破傷風･ポリオ） 初回　平成24年11月１日～平成24年12月31日生まれのお子さん
 三種混合1期（ジフテリア・百日咳・破傷風） 追加　平成23年９月１日～平成23年９月30日生まれのお子さん
 麻しん・風しん　1期 平成24年３月１日～平成24年３月31日生まれのお子さん
 麻しん・風しん　２期 平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれのお子さん
 

日本脳炎1期
 初回　平成22年３月１日～平成22年３月31日生まれのお子さん

  追加　平成20年12月１日～平成20年12月31日生まれのお子さん

平成25年度　健診・がん検診が始まります！　５月11日(土)～平成25年度　健診・がん検診が始まります！　５月11日(土)～
◎詳しい健診日程と内容は、広報紙と一緒に配布しました「平成25年度　健康カレンダー」を
　ご覧ください。
◎40歳以上の人にがん検診受診券を5月上旬に送付します。（子宮がん検診は20歳以上）

町では、皆さんの健康づくりに「永平寺町健康づくり11（いい）からだ条」を推進しています。

“健康づくり11（いい）からだ条”を実践して、“11（いい）からだづくり”を始めましょう！

第１条 毎食野菜を食べる

第２条 間食を食べ過ぎない

第３条 食事はゆっくりよく噛んで食べる

第４条 毎食後に歯磨きをする

第５条 意識してからだを動かす

第６条 1週間に30分×2回以上の運動をする

第７条 自分にあった気晴らしをみつける

第８条 適量飲酒と休肝日をつくる

第９条 たばこは吸わない

第10条 健康診査を1年に1回は受ける

第11条 毎日体重をはかる

永平寺町健康づくり11からだ条
い い

永平寺町健康づくり11からだ条
いいい いいい

11からだ
づくりして
ますか？

いい
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溶けてきたから寄り添う姿になったのか
な？とっても仲良しな雪地蔵灯籠です。
　　　　  （２月23日　冬の燈籠まつり）
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

執
務
時
間
が
変
わ
り
ま
す

行
政
相
談

 
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
た
と
き
は

　  
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法

に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

民
間
の
有
識
者
で
す
。
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
、
国
や
県
・
町
な
ど
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
（
仕
事
）
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
い
、
そ
の

解
決
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
人

が
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
澤
　 

傑 

　
氏
　
（
山
王
・
再
任
）

　
山
村
　
岩
夫
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
松
岡
松
ヶ
原
・
新
任
）

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
松
岡
地
区
の

相
談
会
場
が
「
松
岡
ふ
る
さ
と
学
習
館
」

　
４
月
か
ら
、
役
場
本
庁
お
よ
び
永
平

寺
・
上
志
比
支
所
な
ど
の
出
先
機
関
の
執

務
時
間
が
17
時
15
分
ま
で
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　
各
公
民
館
な
ど
施
設
の
利
用
時
間
に
は

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

な
お
、
本
庁
で
の
窓
口
延
長
（
毎
週
火

　
曜
日
：
19
時
ま
で
）
は
継
続
し
て
実
施

　
し
ま
す
。

 

問
合
せ

　
総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

（
変
更
前
）
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
変
更
後
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

ととほっほっ

か
ら
「
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

集
会
室
」
へ
変
わ
り
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
・
場
所
・
時
間
な
ど
は
、
町
民

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ご
利
用
下
さ
い
。

 

問
合
せ

　総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

平成25年度 狂犬病予防注射について平成25年度 狂犬病予防注射について
　
平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

は
下
記
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
注
射
場
所
に
つ
い
て
は
畜
犬
登
録

さ
れ
て
い
る
人
に
は
通
知
を
し
ま
す

が
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
新

規
に
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
場

所
・
時
間
な
ど
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
登
録
・
予
防
注
射
済
票
の
発
行
も

出
来
ま
す
。

集
合
注
射
日
程

　
松 

岡 

地 

区
　
４
月
11
日
（
木
）

　
上
志
比
地
区
　
４
月
18
日
（
木
）

　
永
平
寺
地
区
　
４
月
25
日
（
木
）

料

　金

注
射
料
金

　
１
頭
に
つ
き
　
　
２
，
３
０
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
１
頭
に
つ
き
　
　
５
５
０
円

新
規
登
録
手
数
料

　
１
頭
に
つ
き
　
　
３
，
０
０
０
円

　
（
死
亡
届
は
無
料
で
す
）

※

注
射･

新
規
登
録･

死
亡
届
の
い
ず

　
れ
も
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

 

61ｰ

０
１
１
１

障害者（児）に対する福祉タクシー利用料金助成および通学・通所交通費助成のご案内障害者（児）に対する福祉タクシー利用料金助成および通学・通所交通費助成のご案内

自立支援育成医療給付事業のお知らせ自立支援育成医療給付事業のお知らせ
自立支援育成医療給付事業とは…
　身体に障がいのある児童、またはそのまま放置すると将来一定の障害を残すと認められる児童
で、治療によって確実な治療効果が期待できる人に、指定医療機関において受けた医療費の一部
を助成する制度です。

■対象者
　①18歳未満の児童
　②身体障害者福祉法第４条の規定による別表
　　に掲げる程度の身体上の障害を有し、確実
　　な治療効果が期待できる人
　③障害または疾患に係る治療を行わないと将
　　来一定の障害を残すと認められる児童
■対象となる障害の種類
　１．視覚障害
　２．聴覚または平衡機能の障害
　３．音声機能、言語機能またはそしゃく機能
　　　の障害
　４．肢体不自由児
　５．心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、若しくは直

　　　腸、小腸または肝臓の機能の障害
　６．先天性の内臓の機能の障害（前号に掲げ
　　　るものを除く）
　７．ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
　　　の障害
■自己負担額について
　原則として、医療費の一割が自己負担となり
ます。（ただし、町民税や所得金額に基づき月
額上限額が設定されます）
■申請にあたっての注意
　事前申請が原則です。必ず治療開始予定日前
に申請するようにしてください。

申請・問合せ　　福祉保健課　　　61-3920　

◎
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、
等
級
が
１

級
の
人

・
肢
体
不
自
由
者・視
覚
障
害
者
の
２
級
以
上

・
療
育
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
等
級
が
Ａ
１

　･

Ａ
２

・
精
神
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
等
級
が
２
級

　
以
上

※

た
だ
し
、
自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人

　
お
よ
び
、
施
設
入
所
者
、
病
院
に
入
院
中

　
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
額

　
助
成
額
は
、
乗
車
１
回
ご
と
の
小
型
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
相
当
額
（
そ
れ
を
超
え
る
分

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
交
付
枚
数

　
利
用
者
１
人
に
つ
き
、
月
２
枚
（
年
間
24

枚
）
乗
車
券
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

以
前
に
ご
利
用
の
人
で
も
、
再
度
申
請
す

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

◎
永
平
寺
町
障
害
者
施
設
交
通
費
助
成

　
県
内
の
障
害
者
施
設
へ
通
所
す
る
た
め
の

交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
障
害
者
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
。

※

た
だ
し
、自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人
お

　
よ
び
、施
設
入
所
者
、病
院
に
入
院
中
の
人
、

　
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人
、

　「
永
平
寺
町
障
害
者（
児
）通
学
通
所
公
共

　
交
通
機
関
利
用
助
成
事
業
」
該
当
者
は
対

　
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
額

　
月
額
　
５
千
円

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

・
印
鑑

・
振
込
み
先
の
分
か
る
も
の
（
通
帳
）

◎
永
平
寺
町
障
害
者（
児
）通
学

　

  

　通
所
公
共
交
通
機
関
利
用
助
成

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
障
害
者
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

※

た
だ
し
、
自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人

　
お
よ
び
、
施
設
入
所
者
、
病
院
に
入
院
中

　
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
内
容

　
県
内
の
養
護
学
校
な
ど
へ
の
通
学
や
県
内
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
通
所
の
た

め
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
運
賃
の
２
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。た
だ
し
、就
学
に
係
る

奨
励
費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、そ
の
受
給
額
を
差
し
引
い
た
金
額
に
対
し

て
適
用
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

 

問
合
せ
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０



13　広報永平寺４月号

情報

く
ら
し
の

溶けてきたから寄り添う姿になったのか
な？とっても仲良しな雪地蔵灯籠です。
　　　　  （２月23日　冬の燈籠まつり）

広報永平寺４月号　12広報永平寺４月号　12

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

執
務
時
間
が
変
わ
り
ま
す

行
政
相
談

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
た
と
き
は

　  

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法

に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

民
間
の
有
識
者
で
す
。
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
、
国
や
県
・
町
な
ど
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
（
仕
事
）
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
い
、
そ
の

解
決
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
人

が
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
澤
　 

傑 

　
氏
　
（
山
王
・
再
任
）

　
山
村
　
岩
夫
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
松
岡
松
ヶ
原
・
新
任
）

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
松
岡
地
区
の

相
談
会
場
が
「
松
岡
ふ
る
さ
と
学
習
館
」

　
４
月
か
ら
、
役
場
本
庁
お
よ
び
永
平

寺
・
上
志
比
支
所
な
ど
の
出
先
機
関
の
執

務
時
間
が
17
時
15
分
ま
で
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　
各
公
民
館
な
ど
施
設
の
利
用
時
間
に
は

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

な
お
、
本
庁
で
の
窓
口
延
長
（
毎
週
火

　
曜
日
：
19
時
ま
で
）
は
継
続
し
て
実
施

　
し
ま
す
。

 

問
合
せ

　
総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

（
変
更
前
）
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
変
更
後
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

ととほっほっ

か
ら
「
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

集
会
室
」
へ
変
わ
り
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
・
場
所
・
時
間
な
ど
は
、
町
民

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ご
利
用
下
さ
い
。

 

問
合
せ

　総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

平成25年度 狂犬病予防注射について平成25年度 狂犬病予防注射について
　
平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

は
下
記
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
注
射
場
所
に
つ
い
て
は
畜
犬
登
録

さ
れ
て
い
る
人
に
は
通
知
を
し
ま
す

が
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
新

規
に
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
場

所
・
時
間
な
ど
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
登
録
・
予
防
注
射
済
票
の
発
行
も

出
来
ま
す
。

集
合
注
射
日
程

　
松 

岡 

地 

区
　
４
月
11
日
（
木
）

　
上
志
比
地
区
　
４
月
18
日
（
木
）

　
永
平
寺
地
区
　
４
月
25
日
（
木
）

料

　金

注
射
料
金

　
１
頭
に
つ
き
　
　
２
，
３
０
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
１
頭
に
つ
き
　
　
５
５
０
円

新
規
登
録
手
数
料

　
１
頭
に
つ
き
　
　
３
，
０
０
０
円

　
（
死
亡
届
は
無
料
で
す
）

※

注
射･

新
規
登
録･

死
亡
届
の
い
ず

　
れ
も
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

 

61ｰ

０
１
１
１

障害者（児）に対する福祉タクシー利用料金助成および通学・通所交通費助成のご案内障害者（児）に対する福祉タクシー利用料金助成および通学・通所交通費助成のご案内

自立支援育成医療給付事業のお知らせ自立支援育成医療給付事業のお知らせ
自立支援育成医療給付事業とは…
　身体に障がいのある児童、またはそのまま放置すると将来一定の障害を残すと認められる児童
で、治療によって確実な治療効果が期待できる人に、指定医療機関において受けた医療費の一部
を助成する制度です。

■対象者
　①18歳未満の児童
　②身体障害者福祉法第４条の規定による別表
　　に掲げる程度の身体上の障害を有し、確実
　　な治療効果が期待できる人
　③障害または疾患に係る治療を行わないと将
　　来一定の障害を残すと認められる児童
■対象となる障害の種類
　１．視覚障害
　２．聴覚または平衡機能の障害
　３．音声機能、言語機能またはそしゃく機能
　　　の障害
　４．肢体不自由児
　５．心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、若しくは直

　　　腸、小腸または肝臓の機能の障害
　６．先天性の内臓の機能の障害（前号に掲げ
　　　るものを除く）
　７．ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
　　　の障害
■自己負担額について
　原則として、医療費の一割が自己負担となり
ます。（ただし、町民税や所得金額に基づき月
額上限額が設定されます）
■申請にあたっての注意
　事前申請が原則です。必ず治療開始予定日前
に申請するようにしてください。

申請・問合せ　　福祉保健課　　　61-3920　

◎
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、
等
級
が
１

級
の
人

・
肢
体
不
自
由
者・視
覚
障
害
者
の
２
級
以
上

・
療
育
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
等
級
が
Ａ
１

　･

Ａ
２

・
精
神
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
等
級
が
２
級

　
以
上

※

た
だ
し
、
自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人

　
お
よ
び
、
施
設
入
所
者
、
病
院
に
入
院
中

　
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
額

　
助
成
額
は
、
乗
車
１
回
ご
と
の
小
型
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
相
当
額
（
そ
れ
を
超
え
る
分

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
交
付
枚
数

　
利
用
者
１
人
に
つ
き
、
月
２
枚
（
年
間
24

枚
）
乗
車
券
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

以
前
に
ご
利
用
の
人
で
も
、
再
度
申
請
す

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

◎
永
平
寺
町
障
害
者
施
設
交
通
費
助
成

　
県
内
の
障
害
者
施
設
へ
通
所
す
る
た
め
の

交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
障
害
者
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
。

※

た
だ
し
、自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人
お

　
よ
び
、施
設
入
所
者
、病
院
に
入
院
中
の
人
、

　
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人
、

　「
永
平
寺
町
障
害
者（
児
）通
学
通
所
公
共

　
交
通
機
関
利
用
助
成
事
業
」
該
当
者
は
対

　
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
額

　
月
額
　
５
千
円

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

・
印
鑑

・
振
込
み
先
の
分
か
る
も
の
（
通
帳
）

◎
永
平
寺
町
障
害
者（
児
）通
学

　

  

　通
所
公
共
交
通
機
関
利
用
助
成

■
対
象
者

　
永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
障
害
者
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

※

た
だ
し
、
自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人

　
お
よ
び
、
施
設
入
所
者
、
病
院
に
入
院
中

　
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
助
成
内
容

　
県
内
の
養
護
学
校
な
ど
へ
の
通
学
や
県
内
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
通
所
の
た

め
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
運
賃
の
２
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。た
だ
し
、就
学
に
係
る

奨
励
費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、そ
の
受
給
額
を
差
し
引
い
た
金
額
に
対
し

て
適
用
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
福
祉
保
健
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
物

・
各
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

 

問
合
せ
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０



広報永平寺４月号　14

みんなの第九コンサート
メンバー大募集
みんなの第九コンサート
メンバー大募集

情報

く ら し の

町の花「梅」

　
町
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
に
加
え
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
（
ａ
ｕ
）
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル

の
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
を
導
入
し
、
携

帯
電
話
を
活
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
２
月

下
旬
か
ら
災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
町
内
エ
リ

ア
内
の
携
帯
電
話
に
対
し
て
、
町
か
ら
の

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
一
斉

配
信
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
緊
急
速
報
メ

ー
ル
に
対
応
し
た
機
種
の
携
帯
電
話
で
あ

れ
ば
申
込
み
や
登
録
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
利
用
に
関
す
る
通
信
料
・
月
額
使
用

料
な
ど
は
無
料
で
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

※

機
種
に
よ
り
受
信
設
定
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
対
応
す
る
機
種
や
受
信
設
定
な
ど
の
不

明
な
点
は
、
携
帯
電
話
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

 

問
合
せ

　
総
務
課
生
活
安
全
室 

61ｰ

３
９
４
１

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ
の

　
　
　
　
　
　
　入
居
者
募
集

　
永
平
寺
町
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

★
松
岡
越
坂
団
地
Ｂ
ー
１
棟

　
２
戸
（
２
階
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
約
65
㎡
）

※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し

■
入
居
者
の
資
格

　
①
所
得
が
一
定
の
範
囲
で
あ
る
こ
と

　
②
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
、
住
宅
を
必

　
　
要
と
す
る
こ
と

　
③
同
居
親
族
を
有
す
る
こ
と

　
④
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　
⑤
保
証
人
（
１
名
）
が
町
内
在
住
者
で

　
　
あ
る
こ
と

１ 
所
得
要
件

　
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
の
所
得
を
合
わ

せ
た
額
が
、
15
万
８
千
円
／
月
以
上
48
万

７
千
円
／
月
以
下
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
。

２ 

自
ら
居
住
要
件 

　
現
に
、
一
定
水
準
の
賃
貸
住
宅
に
居
住

し
て
お
り
、
住
宅
に
困
窮
ま
で
は
し
て
い

な
い
が
、
さ
ら
に
良
好
の
賃
貸
住
宅
に
移

り
住
む
こ
と
を
希
望
す
る
人
。

３ 

そ
の
他

　
住
宅
使
用
料
は
、
右
記
の
所
得
要
件
の

範
囲
で
決
定
す
る
。

※

松
岡
越
坂
団
地
Ｂ
ー
１
棟

　
２
階
　
月
　
４
８
，
０
０
０
円
〜

■
申
込
締
切
　
４
月
19
日
（
金
）
　

※

先
着
順（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 

申
込
み
・
問
合
せ

　
建
設
課 

61ｰ

３
９
４
８

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
災
害・

避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ＳＡＴＯＹＡＭＡの写真を
募集しています!!
ＳＡＴＯＹＡＭＡの写真を
募集しています!!
　今年9月、福井県で「SATOYAMAイニ
シアティブ国際パートナーシップ第4回定
例会合」が開催されます。各国からお越し
になる人たちに福井の里山の魅力を伝える
ため、会場などで使用する里地・里山・里
海の写真を募集します。
　応募いた
だいた写真
は、会議当
日に会場に
掲示させて
いただくほ
か、関連ポスター・チラシなどに使用させ
ていただく予定です。
　詳細につきましては、福井県のホームペ
ージをご覧ください。

 問合せ　福井県安全環境部環境政策課　　20-0301

http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/satoyama/photoboshu.html
HP

みんなの第九コンサート
メンバー大募集

「みんなの第九を歌う合唱団」団員を公募します

初めて第九を歌う！
初めて合唱を歌う！大歓迎です！
もちろん経験者は、
　　　　　　大・大・歓迎です！

練習場所：県立大学・松岡中学校など
練 習 日：毎月 第２・第４木曜日
練習時間：19:30～21:00
指 導 者：吉川　将聖（中学校音楽教諭、ふくいＥオペラプロデュース団員）
　　　　　玉島　美香（ピアノ講師）
参 加 費：5,000円/人（講師料・会場費・楽譜代など）
発 起 人：みんなの合唱団コールフロイデ
　　　　　〔事務局:坂本栄次郎　　代表世話人:岸塚 孝夫〕
申 込 先：生涯学習課　　　61-2009

日時：12月15日（日）14:00～
場所：福井県立大学　地域交流センター

永平寺町では初めての第九への挑戦です。
町民の皆さんのお力をお貸しください。一緒に歌いましょう！

永平寺町では初めての第九への挑戦です。
町民の皆さんのお力をお貸しください。一緒に歌いましょう！

練習日 ５月より開始
！

演奏会の予定

●「戦時中の話を
聞きたい」と、あた
かも取材だけが目
的であるかのよう
に高齢者宅を訪問
し、長時間話を聞
き、断りにくい状況
にした上で、体験

談を載せたと称する本を高額で売り
つける、というトラブルが発生してい
ます。
●このほかにも、シベリア抑留時の
苦労話、国鉄職員や教員の時の体験
談など、本のテーマは様々です。
●長い時間話を聞いてくれたからと
言って、相手に遠慮することはありま
せん。必要がなければきっぱりと断り
ましょう。
●見知らぬ人を家に上げることに対
しては慎重に判断しましょう。
●契約してしまっても、法律で定めら
れた契約書面を受け取ってから8日
以内であればクーリング・オフが可能
です。お住まいの自治体の消費生活
センター等にご相談ください。

２才（松岡春日3）

まさひと

電車や除雪車など、のりも
のが大好き。食べること
と、いたずらが大得意な
まーくん。
癒しの笑顔で、みんな
HAPPY♥だよ。

 

三觜　羽流 くん
５才（松岡松ヶ原1）

は　る

いつも元気でしっかり者の
はるくん。
これからも、お母さんのお
手伝いたくさんしてね。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ

　
　
総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

〝
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
〞

　『町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す
！

 問合せ　総務課　    61ー3941

見守り
新鮮情報
永平寺町消費者
相談コーナー

　
永
平
寺
町
役
場
（
本
庁
）
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
住
民
票
や
戸
籍
お
よ
び
税
証
明

な
ど
の
発
行
業
務
を
19
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

　
日
中
、
忙
し
く
て
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
、
お
仕
事
帰
り
に
も

よ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

窓
口
延
長
に
て
お
取
扱
い
で
き
な
い
手

　
続
き
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

問
合
せ

　
　
住
民
生
活
課 

61ｰ

３
９
４
５

　
　
税
務
課 

61ｰ

３
９
４
４

　
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０

窓
口
延
長

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
！

 「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」と、
 突然男性が来訪した。初めは玄関で対応していた

 が、メモを取るのに家に入れてくれと言われ、
 座敷に通した。２時間ほど話した後、「今の話
 を記事にして載せた本を作るので、買わないか」と

 急に本の購入を勧めら
れた。６万８千円と高額だったが、自分
の話を長時間熱心に聞いてくれた相手に

対し、断るのは悪いと思い、２万
円を申込金として支払った。以前出

席した行事の名簿を使って、他の
出席者にも勧誘をしていたことが後日

わかった。不審なので、解約したい。

（70歳代　男性）

「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」
と来る“高額本”の訪問販売

角谷　維仁 くん
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●「戦時中の話を
聞きたい」と、あた
かも取材だけが目
的であるかのよう
に高齢者宅を訪問
し、長時間話を聞
き、断りにくい状況
にした上で、体験

談を載せたと称する本を高額で売り
つける、というトラブルが発生してい
ます。
●このほかにも、シベリア抑留時の
苦労話、国鉄職員や教員の時の体験
談など、本のテーマは様々です。
●長い時間話を聞いてくれたからと
言って、相手に遠慮することはありま
せん。必要がなければきっぱりと断り
ましょう。
●見知らぬ人を家に上げることに対
しては慎重に判断しましょう。
●契約してしまっても、法律で定めら
れた契約書面を受け取ってから8日
以内であればクーリング・オフが可能
です。お住まいの自治体の消費生活
センター等にご相談ください。

２才（松岡春日3）

まさひと

電車や除雪車など、のりも
のが大好き。食べること
と、いたずらが大得意な
まーくん。
癒しの笑顔で、みんな
HAPPY♥だよ。

 

三觜　羽流 くん
５才（松岡松ヶ原1）

は　る

いつも元気でしっかり者の
はるくん。
これからも、お母さんのお
手伝いたくさんしてね。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ

　
　
総
務
課 

61ｰ

３
９
４
１

〝
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
〞

　『町
長
の
炉
ば
た
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す
！

 問合せ　総務課　    61ー3941

見守り
新鮮情報
永平寺町消費者
相談コーナー

　
永
平
寺
町
役
場
（
本
庁
）
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
住
民
票
や
戸
籍
お
よ
び
税
証
明

な
ど
の
発
行
業
務
を
19
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

　
日
中
、
忙
し
く
て
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
、
お
仕
事
帰
り
に
も

よ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

窓
口
延
長
に
て
お
取
扱
い
で
き
な
い
手

　
続
き
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 
問
合
せ

　
　
住
民
生
活
課 

61ｰ

３
９
４
５

　
　
税
務
課 

61ｰ

３
９
４
４

　
　
福
祉
保
健
課 

61ｰ

３
９
２
０

窓
口
延
長

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
！

 「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」と、
 突然男性が来訪した。初めは玄関で対応していた

 が、メモを取るのに家に入れてくれと言われ、
 座敷に通した。２時間ほど話した後、「今の話
 を記事にして載せた本を作るので、買わないか」と

 急に本の購入を勧めら
れた。６万８千円と高額だったが、自分
の話を長時間熱心に聞いてくれた相手に

対し、断るのは悪いと思い、２万
円を申込金として支払った。以前出

席した行事の名簿を使って、他の
出席者にも勧誘をしていたことが後日

わかった。不審なので、解約したい。

（70歳代　男性）

「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」
と来る“高額本”の訪問販売

角谷　維仁 くん



広報永平寺４月号　16

情報

く ら し の

町の木「油桐」

◆
お
題

　「
静
（
せ
い
）
」

　
※

お
題
は
「
静
（
せ
い
）
」
で
す
が
歌
に

　
詠
む
場
合
は
「
静
」
の
文
字
が
詠
み
込

　
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、
「
静
謐
」
「
動

　
静
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、
「
静

　
か
」
「
静
ま
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

◆
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
　
詠
進
歌
は
お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

②
　
書
式
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を

横
長
に
用
い
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左

半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
・
フ
リ
ガ
ナ
付
き
）
、
生
年
月
日
、
職

業
を
縦
書
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
無
職
の

場
合
は
「
無
職
」
と
記
入
。
（
以
前
に
職

に
就
い
て
い
た
場
合
は
元
の
職
を
記
入
）

　
な
お
、
主
婦
の
場
合
は
「
主
婦
」
と
記

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
　
用
紙
は
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は
す

べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
海
外
か
ら
の
詠
進
の
場
合
、
用
紙
は
随

意
（
サ
イ
ズ
は
半
紙
サ
イ
ズ
24
㎝×

33
㎝

の
横
長
）
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
差
し

平
成
26
年
歌
会
始
の
お
題

　お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

Ｈ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

④
　
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
代
筆（
墨
書
）に
よ
る
。
代
筆
の
理
由
、

　
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
別
紙
に
書
い

　
て
詠
進
歌
に
添
え
て
下
さ
い

・
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

　
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の
場
合
、
こ

　
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙

　
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
下
さ
い

・
視
覚
障
害
の
人
は
点
字
で
詠
進
し
て
も

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

◆
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

・
お
題
を
詠
み
込
ん
で
な
い
場
合
。
短
歌

　
の
定
型
で
な
い
も
の
、
用
紙
が
縦
長
の

　
場
合

・
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
や
毛

　
筆
で
な
い
場
合

・
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同

　
一
も
し
く
は
著
し
く
類
似
し
て
い
た
場

　
合

・
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に

　
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀

　
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

・
先
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た

　
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す

　
べ
て
の
詠
進
歌

・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書

　
い
て
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領

　
に
よ
ら
な
い
場
合

◆
締
切
日
　
９
月
30
日

（
郵
送
の
場
合
は
９
月
30
日
消
印
有
効
）

◆
応
募
先

　
〒
１
０
０ｰ

８
１
１
１
　
宮
内
庁

　（
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
明
記
す
る
こ
と
）

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　
　http://w

w
w
.kunaicho.go.jp/

冬眠明けのクマに注意！冬眠明けのクマに注意！
春、クマは冬眠（冬ごもり）から覚め、食べ物を求めて活発に活動します。
県内の山はクマの生息地ですから、どこの山林でもクマと出遭う可能性があります。
山に入る場合は、クマと出遭わないよう、次のことにご注意ください。

◆身近な里山でもクマは暮らしています。
　行き馴れた身近な里山でも、クマとの遭遇に注
意を払うことが必要です。
◆鈴、拍手、大声、ラジオなど大きな音を出して
　移動し、クマに自分の存在を知らせる。
　クマは聴覚や嗅覚が人より優れているため、人
の接近をいち早く察知し、人を避けます。
◆悪天候の日は特に注意。
　雨や風の音、霧などにより、
クマも人の気配に気づかず至
近距離まで接近することがあ
ります。
◆山菜採りはほどほどに。
　山菜はクマも好物です。山菜の多いところには
クマもいることが多いので、足跡や糞などを見つ
けたら引き返しましょう。
◆入山地域のクマの出没状況を確認し、危険な場
　所には近づかない。

　細心の注意をもって山に入りましょう。
早朝や夕方は特に注意が必要です。日中はヤブや
林などの薄暗い場所には近づかない。
◆子グマを見たらそっと
　立ち去る。
　近くには必ず母グマが
います。子グマがかわい
いからと近づいたりする
と、母グマが突然現われ
て人を攻撃することがあ
ります。ツキノワグマの糞

食べ物によって、また体調に
よって形や色が変わります。 ◆クマを目撃した場合やクマの痕跡を見つ

　けた場合は、直ちに連絡してください。
　永平寺町役場　農林課 61-3947（直通）
　永平寺支所 63-3111
　上志比支所 64-2211
　永平寺警察署 61-0110

前足
後ろ足

ツキノワグマの足跡
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●その時々の届出が、あなたの年金を守ります。

 問合せ　住民生活課　　　    61ー3945
　　　　 福井年金事務所　    23ー4518

　春は空気が乾燥し、風が強い日が
多く１年のうちで最も山火事の多い
季節です。林道が整備されたことでド
ライブやハイキング、山菜採りなどに
よる入山者が増え「たき火」「たばこ」
「火遊び」などによる山火事が多く発生しています。
　森林は、木材としての資源にとどまらず、地球温暖
化を抑制するなど環境を守る大事な役割を担ってお
り、一度焼失した場合には回復に長い年月と多大な
労力を要します。
　このことから、ハイカーなどの入山
者、森林の所有者、森林地域の居住
者、森林周辺の農地で作業をする人
たちは、それぞれが山火事予防意識
を強く持ち、たばこやたき火など火の取扱いに注意
するとともに、ハイカーなどへの火災予防運動の推
進にご協力をお願いします。

営業時間　午前９:30～午後７:00
定 休 日　毎週火曜日

〒910-0337 坂井市丸岡町新鳴鹿３-148
TEL0776-97-8161  FAX0776-97-8162

新鮮な野菜と､こだわりの手づくり惣菜が並ぶ農産物直
売所。お弁当・オードブルなどのご注文も､承ります。
出荷者も随時募集中！

松 岡 支 店 TEL61-1200
永平寺支店 TEL63-3220

上志比支店 TEL64-2323
福井医大支店 TEL67-1900

防火・防災および自主防災組織訓練の相談は、最寄りの消防署へ

永平寺町消防本部・署 61‐0179 61‐0168
上志比分署 64‐2180

 http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp
火災･救急･救助は119番

こんなときは、
こんな届出を、この場所に!!
こんなときは、
こんな届出を、この場所に!!

こ　ん　な　と　き 種　　　別 届　出　先
◎第１号被保険者（自営業・学生・無職の人など）

◎第３号被保険者（第２号被保険者に扶養される配偶者）

◎20歳になったとき

○住所が変わったときも届出が必要です

◎第２号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金保
　険や共済組合に加入されている人）

就職したとき

配偶者（第２号被保険者）に
扶養されるとき 配偶者の勤務先

勤務先厚生年金保険・
共済組合に加入

第１号⇒
　　　  第２号

就職したとき 勤務先厚生年金保険・
共済組合に加入

第３号⇒
　　　  第２号

第１号⇒
　　　  第３号

退職して配偶者（第２号被保
険者）に扶養されるとき 配偶者の勤務先第２号⇒

　　　  第３号

配偶者の勤務先第３号⇒
　　　  第３号

退職したとき 役場第２号⇒
　　　  第１号

役場第３号⇒
　　　  第１号

離婚したとき

配偶者が65歳になったとき

配偶者が退職したとき

配偶者の扶養から外されたとき

配偶者が会社を変わったとき

第１号被保険者に該当するとき 第１号 役場

第３号被保険者に該当するとき 第３号 配偶者の勤務先

 第１号被保険者 役　　　　　場

 第２号被保険者 勤　　務　　先

 第３号被保険者 配偶者の勤務先

○就職・退職・20歳になったときなどに手続きが
　必要です。

「山の火事　もとは小さな　火種から」「山の火事　もとは小さな　火種から」

平成25年
全国山火事予防運動
統一標語

○枯れ草などがある火災が起こりやすい場所では、
　たき火をしないこと
○たき火など、火気の使用中はその場を離れず、使
　用後は完全に消火すること
○強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしな
　いこと
○火入れを行う際、許可を必ず受けること
○たばこは、指定された場所で喫煙し、必ず消す。
　吸い殻は投げ捨てないこと
○火遊びはしないこと

山
火
事
予
防
重
点
事
項

森林は国土の保全、水源かん養、
地球温暖化の防止に役立ってお
り、市民生活に欠かす事のできな
い貴重な財産です。火災から皆さ
んの手で守りましょう。
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まえがわ　ゆい ちゃんとえだ　きなり ちゃん

2012年３月１日現在（前月比）
合　計
　男
　女
世帯数

19,646人  （－23）
9,486人  （－19）
10,160人  （－  ４）
6,156世帯（－  ６）

（住民基本台帳より　外国人含む）

戸籍の窓２月届出分（敬称略）

おくやみおくやみ
名　　前 性別 保護者 住　所 名　　前 年齢 住　所

轟 
山岸　正弘 轟

 浦田さおり 石川県 

栃原 
藤井　修二 栃原

 多田　友美 松岡下合月 

松岡神明１ 
小玉　清人 松岡神明１ 

 山田有佳里 越前市

松岡葵１ 
髙嶋　大輔 福井市

 西藤　由希 松岡葵１

住　所 名　　前 旧住所
ゆい

きり

そうた

てんま

ゆうあ

前川　結唯 女 佳之･泰代 光明寺

戸枝きなり 女 憲宏･幸恵 松岡上合月

斉藤　稀吏 男 晃一･麻耶 志比

川下　颯大 男 祐一･奈津希 松岡葵３

伊藤　ほの 女 隆博･奈美 東古市

西本　典馬 男 圭吾･麻衣 松岡西野中

北野　祐愛 女 陽一･殊代 松岡松ヶ原３

　住民基本台帳カード（住基カード）
をお持ちの人は、利用登録を行うこと
で証明書自動交付機を利用して、証明
書を取得することができます。休日や
時間外でも取得が可能で、窓口交付よ
り100円お得です。顔写真付住基カー
ドは、公的な身分証明書として利用す
ることもできます。
自動交付機で発行可能な証明書
・住民票の写し（個人・同一世帯分）
・印鑑証明書（個人）
・所得課税証明書（個人）

利用できる日時
　年末年始を除く毎日
　7時30分～ 20時
住基カード取得申請に必要なもの
① 公的な顔写真付の身分証明書（運
転免許証、パスポートなど）
② 本人確認書類（健康保険証、年金
手帳など）
③印鑑（認印）
④ 印鑑登録カード（住基カードで印
鑑証明書の取得希望の場合）
⑤発行手数料500円

その他
○ 役場各支所でも申請できますが、即
日の交付はできません。
○ 本人確認書類がない場合や不足して
いる場合、代理人による申請の場合、
即日交付はできません。

　　　　住民生活課　  61-3945問合せ

各１部
200円

便利な住民基本台帳カードを作りませんか？

さいとう　きり くん

赤ちゃん赤ちゃん ウエディングウエディング

便利な住民基本台帳カードを作りませんか？

酒井　信一 71 東古市
中山　尊隆 82 轟
北島　ヨシ 102 松岡末政
末永　　一 84 松岡神明２
山上　利栄 75 鳴鹿山鹿
西川　孝一 91 松岡葵１
酒井　輝治 81 竹原
小林つたゑ 90 谷口
大久保　亨 81 轟
酒井　かね 89 法寺岡
中村マサヲ 95 飯島
水口　政治 81 光明寺
荒井幸太郎 88 松岡西野中

詳しくは、企画財政課（☎６１－３９４２）まで
e-mail：kikaku@town.eiheiji.lg.jp

広告掲載募集
広報永平寺に広告を掲載しませんか？

毎　月
第1金曜日
発　行

4/1  ㊊

　福井大学医学部附属病院では、患者さんにホスピタ
リティあふれるよりきめ細かなサービスの提供を目指
して、ボランティアを募集しています。
　患者さんのよりよい診療環境を作り上げるために、
一緒に働いてみませんか？
 活動内容
　A　病院内や交通機関･道路の案内、受信手続きの説
　　　明や代筆、車いすの介助、図書コーナーの整理
　　　など
　B　病棟・リハビリテーション部間の車いす介助、高
　　　齢者や目の不自由な人へ外来診察の介助
 活動時間　A　9:00～12:00
　　　　　 B　12:00～15:00
 募集対象　20歳以上の人
 問合　福井大学医学部付属病院
　　　　  61-8446（担当 村上・石橋）

INFORMATION
お知らせ

院内ボランティア募集！院内ボランティア募集！

4/20 ㊏ 浄法寺山山開き！浄法寺山山開き！

 日時　４月20日（土）
　　　 ９時～　山開き神事　10時～　登山道開放
 問合　浄法寺山岳観光協会（商工観光課内）
　　　 ☎６１－３９２１

　本格的な登山シーズンを迎えるにあたり、登山者
の安全を祈願する「浄法寺山山開き神事」を下記の
とおり行います。
　標高1,053mの浄法寺山は、ビギナーからベテラン
まで、気軽に楽しめる登山ルートとなっています。
山頂は360度の大パノラマ。遠くは日本海、加賀平
野まで見渡せます。浄法寺山に春を告げるイベント
に是非お越しください。

平
成
25
年
度

　
　納

　税

　ご

　よ

　み

平
成
25
年
度

　
　納

　税

　ご

　よ

　み

　平
成
25
年
度

　町
税
（
町
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の

納
期
限
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
（
口
座
振
替
も
同
様
で
す
）

　役
場
会
計
課
、
各
支
所
、
金
融
機
関
で
の
窓
口
納
付
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
可
能

で
す
の
で
、
都
合
の
良
い
納
付
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

町・県民税
(6月10日頃
お届け予定）

固定資産税
（5月10日頃
お届け予定）

軽自動車税
（５月10日頃
お届け予定）

国民健康保険税
（７月16日頃
お届け予定）

１期　　7月1日

２期　　9月2日

３期 10月31日

４期　1月31日

１期　5月31日

2期　7月31日

３期 12月25日

４期　2月28日

年分　5月31日

１期　7月31日

４期 10月31日

７期　１月31日

８期　2月28日

２期　　9月2日
３期　 9月30日

５期　12月2日
６期 12月25日
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4/1  ㊊

　福井大学医学部附属病院では、患者さんにホスピタ
リティあふれるよりきめ細かなサービスの提供を目指
して、ボランティアを募集しています。
　患者さんのよりよい診療環境を作り上げるために、
一緒に働いてみませんか？
 活動内容
　A　病院内や交通機関･道路の案内、受信手続きの説
　　　明や代筆、車いすの介助、図書コーナーの整理
　　　など
　B　病棟・リハビリテーション部間の車いす介助、高
　　　齢者や目の不自由な人へ外来診察の介助
 活動時間　A　9:00～12:00
　　　　　 B　12:00～15:00
 募集対象　20歳以上の人
 問合　福井大学医学部付属病院
　　　　  61-8446（担当 村上・石橋）

INFORMATION
お知らせ

院内ボランティア募集！院内ボランティア募集！

4/20 ㊏ 浄法寺山山開き！浄法寺山山開き！

 日時　４月20日（土）
　　　 ９時～　山開き神事　10時～　登山道開放
 問合　浄法寺山岳観光協会（商工観光課内）
　　　 ☎６１－３９２１

　本格的な登山シーズンを迎えるにあたり、登山者
の安全を祈願する「浄法寺山山開き神事」を下記の
とおり行います。
　標高1,053mの浄法寺山は、ビギナーからベテラン
まで、気軽に楽しめる登山ルートとなっています。
山頂は360度の大パノラマ。遠くは日本海、加賀平
野まで見渡せます。浄法寺山に春を告げるイベント
に是非お越しください。
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９月

10月

11月

12月

１月

２月

町・県民税
(6月10日頃
お届け予定）

固定資産税
（5月10日頃
お届け予定）

軽自動車税
（５月10日頃
お届け予定）

国民健康保険税
（７月16日頃
お届け予定）

１期　　7月1日

２期　　9月2日

３期 10月31日

４期　1月31日

１期　5月31日

2期　7月31日

３期 12月25日

４期　2月28日

年分　5月31日

１期　7月31日

４期 10月31日

７期　１月31日

８期　2月28日

２期　　9月2日
３期　 9月30日

５期　12月2日
６期 12月25日
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問合せ　四季の森文化館　　63-2111

　小鳥のさえずりがそこかしこから聞こえます。いよいよ春。
受験生たちへ“サクラ咲け”との思いを込めて、桜のとんぼ玉
を作りました。
　とんぼ玉に桜のパーツを入れ、さらに金色を混ぜ、パっと咲
かせた仕上がりにしました。
　ベースをピンクで作りましたが、桜を目立たせたい時は白や
黒で玉を作ってもいいですね。
　四季の森への坂道には見事な桜並木です。一週間ほどで桜は
散ってしまいます。
　もっと桜を見続けたい！そんな人はとんぼ玉で桜を楽しんで
ください。

四季の森から四季の森から

永平寺門前参道で、お釈迦さまの誕生を祝う「永平寺花祭り」を開催いたします。
誕生ゆかりの白象を引きながら歩く「稚児行列」をメインに、お子様の健やかな成長を願う、
ご家族の愛情がいっぱいのイベントです。
４月24日（水）まで、稚児参加者を募集しています。
事前にお電話などでお申込下さい。申込書他ご案内をお送りいたします。
（永平寺町観光物産協会ＨＰに稚児申込書を掲載しております　URL:http//www.eiheiji.jp）

永平寺花祭り永平寺花祭り
お稚児さん募集お稚児さん募集

日　時 ５月６日（月・祝）
時　間 13：00～16：00
場　所 大本山永平寺門前参道
参加費 稚児参加者8,000円(衣装一式）観覧は無料
内　容 ◎永平寺神楽の奉納ほかアトラクション
 ◎花御堂の甘茶かけ、甘茶の振る舞い
 ◎お子様の健康を願っての洒水（しゃすい）
 永平寺町観光物産協会　　63-1188　　63-4400申込･問合


